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て検討した.

E対象】2007年10月より2008年10月までに手

術を行った腹部大動脈癌のうち,大動脈痛径が

iOcm を超える症例 3例を対象とした.症例 ュ

77歳男性,症例2 75歳男性,症例3 60歳男性

であった.

【結果】それぞれの癌径は10.8cm,10cm,12cm

であった.腹部拍動性腺癌が明らかな症例は2例.

病院通院中が2例で内,循環器科を通院していた

症例はなかった. 発見の動機は,咳が出るため

CT施行,以前より指摘されていたものの手術拒

否していたが背部痛が出現したため,背部痛があ

るためであった.手術時における問題点は,巨大

ではない動脈痛に比べ,①腎動脈付近まで動脈痛

が伸展している場合が多い.②動脈痛が視野を妨

げ,ネックへのテ-ビングなどが困難である.③

動脈痛の圧排による,十二指腸の位置が変位して

いるので,十分解剖学的関係に注意しながら剥離

を進める.などがある.全例,腹部正中切開にて,

逆Y字型人工血管置換術を施行した.1例は,動
脈痛が腎動脈付近から出ていたので,腎動脈土で

遮断し,腎動脈以下で吻合した.3症例とも準緊

急で手術を行い,独歩退院した.

【考察など】腹部大動脈癌径が10cmに達する

まで手術にいたらなかった理由は,症例により

様々であるが,循環器科 (循環器内科,循環器外

料)受診歴はなかった.循環器科を訪れたすべて

の愚者の腹部を触診することでかなりの症例は,

見つけられるが,肥満などがあると触診のみで発

見し得ない場合があるので,そのような愚者には

腹部エコ-などのスクリーニングが望ましいと考

える.
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下腿3分枝の血行再建術は,長期開春が得られ

ない,手術に時間がかかる等の理由から敬遠され

てきた歴史がある.しかし近年手術手技の発展や

静脈弁カッタ-の開発などに伴い,以前より手技

は簡便になり,比較的長期の開布も得られるよう

になってきている.今回は当施設で経験した下腿

動脈再建術例13例を検討し,周術期の問題点,中

期遠隔成績を報告する.

6 心不全発症後に急速な病態の悪化をきたした
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大動脈弁閉鎖不全症 (AR)は高度の逆流にも

かかわらず,長期にわたり無症状で経過すること

が多いが,ひとたび心不全を発症すると急連な病

態の悪化をきたす,高齢化とともに変性弁による

ARが増加しているが,2ケ月で急速に悪化した

変性逸脱弁によるARを報告する.

症例は67歳男性.家族歴や体型の異常はない.

胸部外傷の既往はない.08年春より速歩で息切れ

を自覚することがあった.8月29日に心房細動と

うっ血性心不全のため入院しARと診断された.

除細動ののち軽快し9月8円退院,NT-proBNP

は入院時3542pg/mlから976pg/mlに減少した.

自宅安静と厳格な水分 ･塩分制限を行ったが,3

日後に心房細動が再発した.退院後 1ケ月で

NT-proBNPは4041pg/mlに再上昇した.lo員

12日,深夜,急性肺水腫を発症し緊急入院した.

硝酸剤の持続静注により軽快したが,左賓径 (紘

張期/収縮期)は CHF発症後の 2ケ月間で

5.7/3.1cmから6.8/4.9cmへと拡大.MRが持続

し,左肩も4.3cmから4.6cmへと拡大し,肺うっ

血が続くために,1五月8日,こぼり病院にて大動

脈弁置換術を施行した.変性した逸脱弁が除去さ

れたが,琉賓や弁輪部膿壕は認められなかった.

変性弁によるARは左室の代償により緩徐な経

過をとることが多いが,逸脱をきたした場合,秦

物治療抵抗性の心不全に陥ることがあるため,辛

術のタイミングを計りながら慎重に経過観察する

必要がある.


